
 
 
 

 
 
 

身近な幸せを願って 

                                                           
 
 
 

 
 

                              校 長 谷 田 弘 子 
 
「いわゆる頭のいい人は、いわば足の速い 

旅人のようなものである。人より先のまだ行

かないところに行き着くことができる代わ

りに、途中の道ばた、あるいは、ちょっとし

たわき道にある肝心なものを見落とす恐れ

がある。」   
（寺田寅彦著「科学者のあたま」より） 
 
 私は、この文章を読んで私たち大人が子供

にしていることを振り返ります。学校に入っ

てから、早く漢字を覚えなさい、計算を早く

しなさい、早く勉強しなさい、早く早くと言

い過ぎてはいないでしょうか。子供に期待し

て早い成長を願うのは親心です。 
 しかし、人の成長にはそれぞれ段階があっ

て、そのひとつひとつの段階を確実に上がっ

てこそ、豊かな成長ができるのではないでし

ょうか。その時機にしっかりと身につけなけ

ればならないことがあります。時機を逸する

となかなか身につけることができません。１

年生には１年生の、６年生には６年生なりの

見方や考え方を育てていくことが大切だと

考えます。 
そうは言っても、私たちが小さいときと

は、子供を取り巻く環境が大きく変化してき

ています。親をはじめ周りの大人にしつけら

れ、教えられて身につけてきたことが、時代

の変化とともに置き忘れられ、欠落している

ように感じます。子供達が大勢で遊ぶことも

少なくなり、体験的に人と人とのかかわりが

少なくなってきました。自分の心を自分自身

で耕す機会がどんどん減ってきています。相

手の気持ちを感じ取る機会を積極的に増や

すことが必要です。 

１． あいさつは自分から先にする。 
２． 名前を呼ばれたら「ハイ」と返事を

する。 
３． 履き物はそろえる。椅子は入れる。 
  

こんな簡単でいいのかと思いますが、この

３つが人間の生き方の基本であり、この３つ

ができたら、後のしつけができるようになる

ということです。事実、民間企業の社員教育

でも、この「返事・あいさつ・後始末」が取

り上げられています。一つ一つのしつけにつ

いてみていきますと、結局は「けじめをつけ

る」ということではないかと思います。あい

さつをするのは、人間関係の始まりをきちん

とすることであり、「ハイ」と返事をするの

は、相手の気持ちをきちんと受け止めること

であり、履き物と椅子は自分の動作の終わり

をきちんと整えることであるように思われ

ます。そういう意味で、この先達者は、けじ

めをつけられる人が、しつけのできている人

と考えたのではないでしょうか。 
「しつけ」という字は、「躾」と書きます。

「身が美しい」と書いて「しつけ」と読ませ

るのは、日本人の発明なのです。美しいふる

まいを身に付ける、それが、生き方を正しく

し、精神を鍛えることに通じていくのだと考

えます。私たち大人をみて子供は育ちます。

その意味で私たち大人が、「肝心なもの」を

見落とさず、子供にとってよい見本となるこ

とが大事なことだと思います。我が身を振り

返り、子供にとって良い大人かを考えていき

ましょう。 
 

   http://www.hashido-e.nerima-tky.ed.jp/ 
☆学校目標・考える子・思いやりのある子・たくましい子 
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            （５年生） 
     １０月２６日（水）～２８日（金） 
 ５年生の軽井沢移動教室は、すばらしい天

気に恵まれた３日間でした。２６日（水）は、

東京も前日よりも１０℃以上気温が下がり

とても寒い朝でしたが、全員元気いっぱい出

発しました。 
 
  （１日目） 
 バスの中では、レク係のリードで楽しいバ

スレクが行われ、みんな大きな声で歌を歌い

ながら、関越自動車道を進みました。 
 最初の見学場所である「群馬県立自然史博

物館」に９：３０前に着き、まだ他の学校が

到着しないうちに博物館に入ることができ

ました。橋戸小の貸し切り状態の中でゆっく

りと見学できました。グループ行動でした

が、班長中心に時間配分を上手に考えて見学

していたのが印象的です。 
 その後ベルデ軽井沢に着き、開校式に続い

て、林業体験をしました。なかなか体験する

ことのない、「間伐作業」をグループ毎に行

いました。なかなか木が倒れなくて苦労した

グループもありましたが、時間ぎりぎりまで 
トースター作りや写真立て作りに集中して

いました。なかなかのこぎりを扱うことは難

しいものです。 
 夜は、室内で「きもだめし」を行いました。

研修室での怖い話を聞いただけで、泣き出す

子もおり、付き添いにいったスタッフのアイ

デアも重なって、子供達がすごく恐がりまし

た。体が固まってしまう子や大泣きする子が

続出し、大変盛り上がりました。興奮しすぎ

て、なかなか寝付くことができない子も多く

いました。 
 

（２日目） 
 朝は、霧が立ちこめていましたが、朝食を

終えるころには、晴れ上がり、絶好の登山日

よりとなりました。池ノ平駐車場から、東籠

ノ登山の頂上をめざしました。山の中腹か

ら、富士山が望めていましたので、子供達も

気持ちよく歩くことができました。山頂近く

は岩がごつごつしていて、足をかけると岩が

動くので登りにくく、大分苦労しましたが、

みんな無事に頂上に到着しました。 
 頂上から見える景色はたいへんすばらし

く、ため息が出るほどでした。南アルプス、

中央アルプス、北アルプスの山並み、富士山

もはっきり見えました。白馬や新潟県境の黒

姫山、妙高山の雪をかぶった姿までも見通せ

ました。薄い雲の下に、町並みもくっきりと

浮かび上がっていました。  
 夜は、ベルデ軽井沢の館長さんの説明を受

けながら星空観察を行いました。外の照明を

消すと満点の星空が広がり、天の川やアンド

ロメダ星雲を確認できました。観察中に流れ

星を見ることもでき、短い時間でしたが、幻

想的な素敵な時間を過ごしました。 
 その後は、キャンプファイアーです。火の

神と火の神の子の登場から始まり、厳かな雰

囲気に包まれました。火が燃え上がるにつれ

て、楽しい雰囲気に変わり、音楽に合わせて

踊り狂いました。畠山先生のギターに合わせ

て歌を歌い、キャンプファイヤーを堪能する

ことができました。 
 
（３日目） 
 朝から快晴でした。軽めの朝食を済ませた

後、飯ごう炊さんに取りかかりました。係の

方から説明を受けても、実際に作業を始める

と分からないことばかりだったようです。

色々な先生方の力を借りながら、どの班も、

飯盒でご飯を炊き、鍋でカレーを作り上げる

ことができました。浅間山のすばらしい景色

を見ながらの昼食でした。 
 午後からは、りんご狩りです。食べ放題と

いうことで、一人で５個食べた児童もいまし

た。１年の中で、一番りんごの種類の多い時

期で、色々な種類のリンゴを堪能することが

できました。家族への持ち帰りのリンゴを慎

重に選んでいる姿が心に残りました。 
 
 一人の怪我も病気もなく、無事に帰校しま

した。移動教室の３日間、東京では経験する

ことのできないたくさんの体験を通して、５

年生は大きく成長しました。今後の学校生活

での活躍に期待しています。 



１１・１２月の行事予定 

 １日（火）連合音楽会 6 年(午後) 

２日（水）4 時間授業;校内研究会 2－1 

 ３日（木）文化の日・橋戸小まつり 

 ４日（金）安全指導 

就学時健診予備日(９時～) 

 ７日（月）委員会活動 

８日（火）避難訓練・起震車体験５年 

９日（水）学校評議員会(10～13 時) 

１４日（月）クラブ活動(3 年ｸﾗﾌﾞ見学) 

１８日（金）展覧会会場作り 

  ※18日～29日17時まで体育館開放なし 

２１日（月）作品搬入① 

２２日（火）作品搬入② 

２３日（水）勤労感謝の日 

２４日（木）展覧会前日準備(4 時間授業) 

      6 年生手伝い 5･6 校時 

２５日（金）展覧会 

２６日（土）展覧会(4 時間授業､給食なし) 

２８日（月）振替休業日 

２９日（火）展覧会片付け 

      校長相談日 

３０日（水）4 時間授業､校内研究会 3 年 

１２月１日（木）安全指導 

 ２日（金）4 年東京染小紋体験 5･6 校時  

 ５日（月）委員会活動、読書旬間始 

 ７日（水）4 時間授業 

９日（金）避難訓練(煙体験 3･6 年) 

１２日（月）５年社会科見学 

       個人面談～19 日(月)まで 

２１日（水）校内ミニ音楽会 

２２日（木）給食終了、大掃除 

      ６年社会科見学 

２３日（金）天皇誕生日 

２４日（土）冬季休業～1 月９日(月) 

☆11 月 3 日（木）橋戸小まつり☆ 

文化の日３日(木）に開催します。児童に金券

が配られます。ぜひ、ご家族で参加してくださ

い。なお、金券は自分が使うための物です。 

地域の皆様、ＰＴＡの皆様には子どもたちに地

域の良さを感じてもらえるよう配慮していだだき

感謝申し上げます。 

１１月の健康目標 
「姿勢に気をつけて生活しよう」 

 朝晩は少し寒くなってきました。ポケット

に手をつっこんで歩く様子が見られるよう

になりました。 
また、授業中も机にあごをのせるような姿

勢の児童もいます。悪い姿勢でいると、視力

が下がったり内臓が正しく働かなかったり

して、疲れやすい体になってしまいます。正

しい姿勢を心がけることはとても大切なこ

とです。腰から背骨を伸ばし、美しい姿勢を

保つことが、自分の体にも役に立つことを理

解して生活しましょう。 

１１月の生活目標 

「ものをたいせつにしよう」 

 自分の物、みんなの物、学校の物、大切に

扱いたいものです。 

 今月は展覧会の作品の仕上げの月です。 

 最高の作品は感性だけでなく、材料や絵の

具、絵筆など道具を丁寧に扱うなどの要素も

関係があります。身のまわりの物に感謝する

気持ちを育てたいものです。 

☆ 展覧会について 

 ２５日（金）は児童鑑賞の日になります。保護

者の方は、午後２：５５～６:00 鑑賞できます。 

２６日（土）は、午前・午後共に鑑賞できます。 
午前 8:35 から午後 6:00 までです。 

本校給食で使う米について 
本校で使用している給食の米は、11 月より

新米を使います。新米は青森県産の無洗米

「まっしぐら」を使用します。 


